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1調査研究①

はじめに

これまでＢＴＣニュース139号～144号にかけて、消化管
内寄生虫に関する記事を掲載してきました。139、140号で
は米国馬獣医師協会ＡＡＥＰが提唱するガイドラインを解
説し、142～144号では日高地区で取り組んだ調査研究につ
いて報告しました。本稿ではこれまでの内容を振り返りな
がら、今後の日高における寄生虫管理の方向性について
整理したいと思います。

＊寄生虫は地域の気候風土、飼養管理状況、放牧地の
状況等により異なります。東北や九州は状況が異なる可能
性があることをご留意ください。また、胆振地方を含めて
北海道と記載すると、範囲が広くなってしまうため、本稿
では「日高」と表記させていただくことをご了承下さい。し
かしながら、今後の寄生虫対策の「考え方」についてはど
の地域も基本的には同じです。

日高地区の調査で明らかになったこと

（１）寄生虫は過去の問題ではない
調査の結果、子馬において回虫や葉状条虫に起因した

手術症例や死亡例があることが明らかになり、駆虫薬が広
く普及した今日においても、消化管内寄生虫は重要な疾
病であることが確認されました。

（２）現在の駆虫体系は過剰傾向
当歳馬は１ヵ月齢で初回駆虫を行い、以降１～２ヵ月間

隔で投与している牧場が多く、繁殖牝馬は２～４ヵ月間隔
が多いなかで、６ヵ月、12ヵ月間隔の牧場もあるなど牧場
間のバラツキが大きいことが分かりました。ＢＴＣ育成牧
場の多くにおいては２ヵ月間隔の定期的な駆虫が行われて
いました。

ＡＡＥＰのガイドラインに記載されている投与頻度は、
当歳は年４～５回、４歳未満の若馬は３～４回、成馬は年

１～２回＋高排出馬に対して１～２回追加です。ＡＡＥＰガ
イドラインと比較すると、日高地区では現在も従来の短い
間隔による定期駆虫が広く実施されていることが分かりま
した。

（３）薬剤耐性は既に存在する
円虫、回虫においてイベルメクチン耐性が広く確認され

ました。特に回虫については調査牧場の88％が耐性と判
定され、薬剤耐性は将来の懸念ではなく、現在すでに直
面している課題であることが明らかになりました。

なぜこのような状況になったのか

回虫に対してイベルメクチン耐性が広がった原因は、こ
れまでイベルメクチンに依存しすぎたからと考えられていま
す。イベルメクチンは過去重大な問題だった大円虫による
被害を劇的に減少させ、また子馬の回虫症にもよく効きま
した。そのため、イベルメクチンの「定期的な駆虫」を励
行され、「理想的な駆虫プログラム」が求められました。そ
の中で、虫卵をゼロに保つことが目標にすり替わってしま
い子馬では１ヵ月間隔の駆虫が定着したのは必然であった
と思います。

この短い間隔による反復投与によって、徐々にイベルメ
クチンに強い（効きづらい）寄生虫が選抜され、環境中に
増えていったと考えられています。また、イベルメクチンを
投与していれば十分予防できたため、虫卵検査を行う習
慣が途絶えてしまったことも、薬剤耐性に気づくのが遅れ
た原因と言えます。

日高における今後の方向性

今後、我々はどうアプローチしていけばよいのでしょう
か？再三述べていますが、これまでのような「理想的な駆
虫プログラム」という考えから脱却し、「牧場ごとに検査を
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－日高における寄生虫管理のこれから－
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行い、有効な駆虫薬を用いる」という考え方にシフトする
必要があります（図）。

特にご留意いただきたいポイントを以下にまとめました。
（１）ターゲットとなる寄生虫を理解する

日高において、ターゲットとすべき消化管内寄生虫は円
虫（大円虫、小円虫）、回虫、条虫（葉状条虫）です。こ
れらがどのステージの馬に病害を及ぼすのか、季節が生態
にどう影響するのかを理解しましょう。

（２）駆虫薬を使い分ける
駆虫薬は商品名だけではなく、イベルメクチン、フルベ

ンダゾール、ピランテルといった成分名を確認し、それぞ
れの作用機序や有効な寄生虫を理解しましょう。

（３）虫卵検査を活用する
虫卵検査によって、牧場に存在する寄生虫の種類と汚

染度がおおよそ分かります。
また、薬剤耐性化は虫卵数減少試験で判定します。こ

れは駆虫前と駆虫２週間後の糞便中虫卵数をカウントし、
その減少率から耐性化（駆虫薬の効果）を推定するもので
す。厳密な判定基準は非常に複雑ですが、減少率が95%
以上であれば問題ないと考えられます。厳密な判定に興味
がある方は専用ウェブサイト（https://www.fecrt.com）を
ご利用ください。誰でも無料で判定することができます。
一般的に検査には虫卵数200ＥＰＧ以上が６頭必要とされ
ていますので、少なくとも10頭程度検査するとよいでしょ
う。

（４）駆虫薬のみに頼らない
寄生虫は馬と環境を循環しているため、寄生虫対策で

はその生活環を断つことが重要です。例えば虫卵は糞中
に排出され、牧草を介して馬に感染します。そこで、放牧
地のボロを拾う、放牧密度を下げる（密度が高いとボロ周
囲の草を食べるため感染リスクが上がる）、放牧地と採草
地を入れ替える（環境から馬を除く）といったことが対策
になります。寄生虫というテーマではどうしても駆虫薬に
話が集中してしまいますが、放牧地の汚染度を下げるため
には、環境対策が重要であることも忘れてはいけません。

子馬における寄生虫管理のポイント

子馬においては回虫と条虫の対策が重要です。回虫に
ついてはイベルメクチン耐性が著しく広がっていますので、
各牧場で一度検査することをお勧めします。耐性が疑われ

る状況であれば、イベルメクチンを投与せずベンズイミダ
ゾール系駆虫薬を用いてください。調査では、イベルメク
チンが効かなかった全例において、ベンズイミダゾール系
駆虫薬が有効でした（投与後に虫卵数がゼロになった）。
国内製品であればフルベンダゾールです。これは粉末であ
るため投与に手間を要しますが、回虫対策としては重要な
選択肢です。海外製品のフェンベンダゾールはペーストタイ
プです。いずれも１回の投与では不十分なので３日間は連
続で投与してください。海外の論文では発症のピークが５ヵ
月齢と報告されていますが、日高のデータでは３ヵ月齢で
した。そのため、２～５ヵ月齢について重点的に回虫対策
を講じる必要があります。

葉状条虫症に関して、日高は諸外国に比べてかなり寄
生リスクが高いと考えられます。ダニが媒介することから、
夏から秋に寄生し、冬に発症すると言われています。実際、
調査結果においても冬から春にかけての発生が多く見ら
れます。ただし、夏場にも発症例があるため、通年で警
戒する必要があるかもしれません。また、海外のガイドラ
インでは年１回の駆虫で良いと書かれていますが、日高の
経験豊富な獣医師は実体験として１回では不十分と述べる
方が多く、地域によっては２回以上の投与が必要かもしれ
ません。条虫にはそもそもイベルメクチンが効かないため、
プラジカンテルを投与する必要があります。国内製品には
プラジカンテルの単剤がなく、イベルメクチンとの合剤が用
いられます。

長らくプラジカンテル耐性条虫は報告されていませんで
したが、2023年にケンタッキーで報告されました。そして
最近になって日高においてもプラジカンテルが効かない
ケースが出ているようです。プラジカンテルが効かない場
合、多くはもう一つの駆虫薬であるピランテルも効かないよ
うで、現時点では代替駆虫法がなく、今後の研究が待た
れる状況です。条虫については虫卵検査の検出率が非常
に低いことが難点でしたが、使用する糞便の量を増やした
特別な検査方法が報告されており、ある程度の頭数を検
査すれば、牧場単位で効いているか効いていないかの推
定は可能と言われています。気になる方はかかりつけの獣
医師にご相談ください。

繁殖牝馬における寄生虫管理のポイント

繁殖牝馬で注意すべき寄生虫は円虫と条虫です。
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円虫は大円虫と小円虫に分類されます。馬への病原性
が高くて警戒すべきは大円虫ですが、大円虫は生活環が
長く（虫卵再出現期間は６～７ヵ月）、イベルメクチン耐性
も認められていないため、現在のところ１年に１～２回のイ
ベルメクチン投与で予防可能です。一方、小円虫は虫卵再
出現期間が２～３ヵ月と短いため、駆虫後も比較的短期間
で虫卵が検出されます。しかし小円虫は大きな病害がない
ため、多少の虫卵検出は許容されます。虫卵排出数の多
い個体については、放牧地汚染の原因となるため、上記
年１～２回の投与に加えて追加の駆虫を検討してください。
円虫についてはこのように２段階で考えます。ベンズイミダ
ゾール系はあまり効かないので円虫駆虫薬としてはあてに
しないでください。

育成馬・乗馬における寄生虫管理のポイント

育成牧場や乗馬クラブの多くは厩舎飼育であり、環境
（放牧地）にアクセスしないため、寄生虫リスクは大きく低
下します。しかし、不思議なことに円虫卵は検出されます
ので、イベルメクチンの投与は必要です。投与回数につい
ては、大円虫の対策を目的とした年１～２回程度のイベル
メクチン投与を基本とし、虫卵検査結果を参考に追加投
与を検討します。放牧地、草パドックに放さない環境であ
れば条虫リスクは極めて低いと考えられます。

若馬は成馬に比べて、寄生虫への免疫が十分ではない
ため、年３～４回の駆虫が推奨されています。育成厩舎に
入厩する１歳夏には回虫の病害リスクはほぼありませんの
で、当歳馬のような２ヵ月間隔の駆虫は不要と思われます。

放牧地にアクセスしない環境では寄生虫の生活環が形

成されないため、仮に耐性化してもそれが持続するリスク
は低いと考えられます。実際、イベルメクチン耐性円虫が
検出された育成牧場がありましたが、翌年には十分な効果
が確認されました。しかしながら、これについては検証が
十分ではないため、現時点で耐性化を全く心配しなくてよ
いとまでは断定できません。

おわりに

今回、獣医師、生産者、関係機関が連携して調査研究
に取り組み、日高地域における現状を明らかにしました。
これまで耐性寄生虫を対岸の火事のように思っていた方々
も、日高のデータを目の当たりにして危機意識をもつこと
ができたのではないでしょうか。

寄生虫対策は従来の考え方から新しい考え方に移行し
ている最中です。新しい駆虫薬の開発は期待できないた
め、駆虫薬耐性は今後も世界的な課題であり続けます。
国内においても、この３年間の調査を足掛かりに、今後も
地域一体となって取り組んでいくことが重要です。

図　寄生虫管理の変遷～考え方の変化と今後の方向性～

調査研究①

日本ウマ科学会第 39回学術集会のお知らせ
　日本ウマ科学会第 39 回学術集会を、2026 年 11 月 30 日（月）～ 12 月 1 日（火）に KFC Hall & Rooms

（東京都墨田区横網 1-6-1）において開催します。プログラムとして一般講演、優秀発表賞候補講演、臨床委

員会企画シンポジウム、文化芸術特別講演、ランチョンセミナー（案）、伯楽会展示、企業展示等を予定して

おりますが、状況により開催方法や内容を変更することがあります。最新情報は、日本ウマ科学会ホームペー

ジ（https://jses.jp）をご覧ください。

　なお、日本ウマ科学会「認定馬臨床獣医師」認定のための第 7 回認定試験については、2026 年 12 月 1 日

（火）に同会場で実施します。
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はじめに

ウマコロナウイルス（equine coronavirus：ECoV）は、
エンベロープを持つ＋鎖 RNAウイルスで、馬に発熱、食
欲不振、下痢などの消化器症状を引き起こします。日本国
内ではこれまでに、2004年、2009年、2012年の３回、北
海道帯広競馬場にて ECoVの流行が報告されているほか、
2020年の東京競馬場の乗馬センターでの発生が報告され
ています。

2025年１月、帯広競馬場において、発熱、食欲不振を
示す馬が急増し、原因究明を行った結果、ウマコロナウイ
ルス感染症と診断されました。今回は、これで４度目となっ
た帯広競馬場でのウマコロナウイルス感染症の流行の概要
を解説します。

ウマコロナウイルス感染症と診断されるまでの経過

2024年末より、食欲不振との稟告で、歯の鑢整を依頼
されるケースが帯広競馬場内で増加傾向でした。発熱は
なく、しかし、歯が原因で食欲が減弱していると思われな
い、原因不明の食欲不振個体が散見されていました。年
が明けて2025年１月４日、同厩舎で同時に３頭が、同症
状（発熱・食欲不振）で受診したのを皮切りに、１月10日
には競馬場内で同症状の患畜が急増。その爆発的な伝播
力から、明らかにウイルス性の感染症が疑われました。過
去３回、帯広競馬場にてウマコロナウイルス感染症が流行
していたため、直ちに十勝家畜保健衛生所に検体（鼻腔
スワブ、血液）を３厩舎から３検体持ち込み、総合病性検
定依頼をしました。結果は、１．細菌学的検査：陰性、２．
ウイルス学的検査：①馬ヘルペスウイルスⅠ型　陰性　②
馬ヘルペスウイルスⅣ型　陰性　③馬インフルエンザウイ
ルス　陰性　④馬コロナウイルス　陰性　と、全検体全
検査陰性となり、原因究明とはなりませんでした。

私自身、過去３回の ECoV 流行時に実際に携わって
いなかったこと、及び予備知識が不足していたために、
ECoVの診断には糞便の検体が必要不可欠であるというこ
とを知らず、また家畜保健衛生所からの採材指示もありま
せんでした。牛のコロナウイルス病は消化器症状だけでな
く、牛呼吸器病症候群（BRDC）の原因にもなることから、
鼻腔スワブで診断していた経験もあり、種差を認識してい
ませんでした。実際、この時点での消化器症状は食欲不
振のみで、下痢症状を示す個体は１頭も存在せず、糞便
検体の提出の必要性を感じることはありませんでした。し
かし、ウマコロナウイルス感染症を疑うのであれば、糞便
の検体の提出は必要不可欠ということが、JRA 競走馬総
合研究所の指示により判明し、土日祝日を挟んだ後の１月
15日に再び８厩舎８検体の糞便を提出し、全検体 ECoV
陽性という結果になりました。

初発から11日後にようやく、猛威を振るっている感染症
の正体は ECoV であるという確定診断となったのです（表
１）。

表１　ECoV 確定診断までの経過

日付 経過

2024/12月 食欲不振の稟告を多く聴取

2025/1/4 同厩舎で3頭同時に発熱・食欲不振

2025/1/10 急速に患畜増加
→総合病性検定（3厩舎3頭）：鼻腔スワブ・全血
全検体 有意菌陰性、EHVI 型・EHVIV 型・EIV・
ECoV：陰性

2025/1/14 総合病性検定再提出（8厩舎8検体）：
鼻腔スワブ・全血・糞便

2025/1/15 全検体 ECoV 陽性

帯広競馬場での流行の推移

仮に、１月４日から ECoV が流行したとすると、７日目

馬に見られる病気2

アテナ統合獣医ケア　Ban’ei 競走馬診療所　代表　福本　奈津子

2025年帯広競馬場で流行したウマコロナウイルス感染症
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となる１月10日から爆発的に拡大したことがわかります（図
１）。ECoV は感染した個体の糞便を介して、経口的に感
染する糞口感染様式です。そのため、飛沫感染するウマ
インフルエンザなどの呼吸器病と比較すると、急速に伝播
しにくいと考えられますが、１月７日～９日の３日間のレー
ス開催後に罹患頭数が急増したことから、装鞍所など、
他厩舎の馬同士の距離が縮まる機会があったことが要因
と考えられました。

図１　ECoV 感染頭数推移

では、感染馬の糞便１グラムあたりにどの程度のウイル
スが存在していのか調査したところ、今回検査した中で一
番多かった個体は9.0×109/g（１グラム中90億個）となりま
した。

現在、帯広競馬場内では、寝藁の使いまわし行為は行
われておらず、個体ごとに別々の飼い葉桶で管理されてい
ることから、感染個体の糞便が物理的に容易に混入する
ような状態ではないと考えられました。しかし、一部の厩
舎では、寝藁を清掃するフォークと粗飼料をほぐすフォー
クが共用であったことから、厩舎内での感染伝播につな
がった可能性は考えられます。

帯広競馬場は帯広市の中心部にあるとはいえ、特に厳
冬期では、最高気温が氷点下であることが珍しくありま
せん。このため、水道凍結などの使用環境を理由として、
冬期間は馬体洗浄をしない風習であることから、被毛に
は糞尿の粉末がついたままとなります。これに加え、2025
年は１月であっても積雪のない、強風が吹くような珍しい
気候であったことから、環境中に多量のウイルスを含んだ
乾燥した糞便が浮遊しており、そのことが感染源となった
可能性も考えられました。

発生から19日後の１月23日を最後に終息となりましたが、
この間、レース開催は続行されました。

ウマコロナウイルス感染症の症状

当院調べで、帯広競馬場の在厩馬の約25％である176
頭が発熱や食欲不振などの症状を示し、うち83.5％が発
熱、98.9％が食欲不振、10.2％が下痢や疝痛などの消化器
症状を呈しました（表２）。

表２　有症状馬の内訳

有症状馬頭数 176頭 （在厩馬の約25%）

発熱 147頭 （83.5%）

食欲不振 174頭 （98.9%）

消化器症状 18頭 （10.2%）

また、発熱馬のうち、40度以上の高熱を呈する馬が
47.6％と約半数近くとなりましたが、呼吸器症状を示す馬
は認められませんでした。治療に要した日数は、平均3.7日
で、概ね１～２日で解熱しましたが、食欲不振の症状が長
引く個体が多く認められ、解熱後も1週間ほど続く傾向に
ありました。中には数ヵ月単位で食欲が回復しない個体も
存在し、ECoV に罹患した個体は解熱して下痢症状も認
められず治療は終了しても、長期間にわたって消化器にダ
メージが残るようでした。また、流行時には疝痛症状を呈
する馬が通常時よりも増加傾向にあり、症状も痛みが強く、
長引く傾向にありました。

ウマコロナウイルス感染症といえば下痢をするという先
入観がありがちですが、今回発熱した個体の中で下痢の
症状を示した馬は約１割程度に留まり（図２）、既報と同様
でした。

図２　下痢症状

馬に見られる病気
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帯広競馬場内での流行状況

ECoVの流行状況を調査するため、発症馬から、糞便
または直腸スワブ、鼻腔スワブおよびペア血清と一部の馬
で全血を採取しました。ECoV 遺伝子検出にはリアルタイ
ム PCR、抗体検出には中和試験を実施しました。血液検
査では白血球数と血清アミロイドAを測定しました。

結果は、リアルタイム PCR で、26頭中24頭の糞便また
は直腸スワブから ECoV 遺伝子が検出されました。一方、
鼻腔スワブからは24検体中５検体しか陽性となりませんで
した。ECoV は呼吸器では増殖しないとされていることか
ら、この結果は鼻先が陽性糞便に触れ、そのウイルスを
鼻腔スワブで拾ったものと考えられました。

中和試験では、26頭中25頭で中和抗体価の上昇を確認
しました。

血液検査では18頭中８頭において白血球減少を呈し、
18頭中14頭で SAA の上昇を認めました。これらはウマコ
ロナウイルス感染症の典型的な症状と一致しました。

全26頭が PCR または中和試験で陽性であったので、
全頭が ECoV に感染していたことが確認されました。

以上のことから、今回の有症状馬はほぼ100％ウマコロ
ナウイルス感染症であったことが推察されます。また、獣
医師が治療を依頼されなかった食欲不振馬はさらに多数
存在していたことから、帯広競馬場内での罹患率は50％
を軽く超えていたと推測しています。

ウマコロナウイルスの遺伝子解析結果

遺伝子配列および系統解析の結果、今回流行した株は
Obihiro2025株と分類されました。S 遺伝子および N 遺伝
子は、ECoV 間で高度に保存されていることが示されまし
たが、系統解析では、Obihiro2025株は、2004年、2009
年、2012年に帯広競馬場内で検出された過去の株とはグ
ループを形成しませんでした。これらのことから、2025年
の発生は、前回の発生とは異なるECoV によって引き起こ
された可能性が示唆されました。しかし、ウマコロナウイ
ルス流行時以外の疫学情報がないため、2025年のウイルス
の起源は不明です。

ウマコロナウイルス感染症の疫学調査

今回の流行をきっかけに、帯広競馬場ではウマコロナウ

イルス感染症の疫学調査を開始しています。帯広競馬場で
の流行は、今回の発生で国内での報告の4/5を占めること
になりましたが、数年おきに流行していることから今後も
流行が考えられます。軽種馬群での大流行が報告されな
い中、重種馬群で多く発生するには理由があると推測して
います。つまり、馬群として ECoVの抗体価が下がり、無
防備な状態になった時に ECoV が入ると大流行していると
思われますが、その感染ルートは今後の調査で解明でき
ると期待したいところです。軽種馬群ではある程度の抗体
価が維持され、重種馬群では維持されない理由としては、
重種馬群の馬の移動や交流行事などが軽種馬に比較する
と非常にローカルだということです。ばんえい競馬は世界
で唯一の競馬であるため海外交流はありませんし、国内
での草ばんばやお祭り行事の馬など、どのイベントをとっ
ても競馬や乗馬の世界ほど馬の国内移動が多いわけでは
ありません。そのことが、ウイルスに感作される機会が極
端に低い状況を作り出し、ピュアな馬群を作る要因となっ
ていると推察しています。

さいごに

ウマコロナウイルス感染症は馬体に長くダメージを残す
感染症です。今回は、下痢症状を示した馬でも数日後に
は治癒に至りましたが、過去の報告では死亡例もあるため
注意が必要です。また、糞口感染様式にも関わらず、糞
便中に排泄されているウイルス量が非常に多いことから、
伝播力もかなり強いため、一旦馬群に侵入すると容易に感
染拡大を許してしまいます。本症の確定診断には糞便を用
いたウイルス検査が不可欠です。したがって、馬群内で呼
吸器症状を伴わない発熱や食欲不振を示す馬が複数頭発
生した場合、あるいは次 と々伝播していることが確認され
た場合は、直ちに検査を依頼することが必要です。特に
注意すべき点として、下痢する個体は感染した個体の１割
程度に過ぎず、その多くは発熱から数日後に下痢すること
がほとんどです。そのため、下痢症状を主な判断材料とす
ると、診断や検査の遅れにつながる可能性があります。ウ
マコロナウイルス感染症を疑う際には、発熱や食欲不振
の集団発生に着目し、早期の検査実施を心掛けることが
重要です。
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ＪＲＡ競馬博物館、馬の博物館、Gate J. 東京・大阪を管理
運営する公益財団法人馬事文化財団は1976（昭和51）年の設立
から50周年となります。また、2006（平成18）年に国際セリ名簿
基準委員会（ICSC）において日本の「パートⅠ国」昇格が決定さ
れてから20年の節目を迎えることから、特別展「日本競馬の国
際化」を10月３日（土）より開催いたします。東京競馬場にご来
場の折には、ぜひご来館ください。

本稿では、日本競馬の国際化を紹介するうえでターニングポイ
ントとなった出来事の一つとして、1981（昭和56）年の創設以降
幾多の名勝負が誕生し、2024（令和６）年には「2023年ロンジン
ワールドベストレース」を受賞、世界１位の評価を獲得した日本競
馬初の国際招待競走「ジャパンカップ」に焦点を当て、創設まで
の歩みを振り返ります。

「2023 年ロンジンワールドベストレース」で世界１位を獲得した
第 43 回ジャパンカップ（優勝馬：イクイノックス号）© ＪＲＡ

国際化への第一歩

日本競馬の国際化の歴史は、日本中央競馬会が発足した翌
年の1955（昭和30）年にその第一歩を踏み出しています。同年９
月、当時のイギリス競馬の統括機関であるジョッキークラブが、
日本中央競馬会に対し競馬国際協定の加入を承認しました。

２年後の1957（昭和32）年に日本中央競馬会が発表した『中
央競馬運営方策要綱』のなかで「競馬の国際伸長」が方針に
盛り込まれ、1958（同33）年には戦後初の海外遠征馬としてハ
クチカラが渡米（翌年日本馬初の海外重賞制覇）を果たしまし
た。これは、同年３月に行われた北米の州競馬委員会全国協会

（NASRC）* １の年次総会に初参加した日本中央競馬会代表団の

精力的な働きかけによって日米両国関係者の合意を得て実現し
たものでした。

活馬の輸入自由化と国際競走創設プランの打ち切り

1970（昭和45）年、日本中央競馬会は諸外国から競走馬を招
待して国際競走を創設するプランを検討していました。４月には
具体的な実施案を作成し、アメリカ、イギリス、アイルランド、
フランスなど、主要各国の競馬統括団体に担当者を派遣し、国
際競走開催の意向を打診しました。しかし、1971（同46）年に活
馬の輸入自由化 * ２が実施され、内国産馬が売れなくなると危惧
した生産者が自由化反対の狼煙をあげている時期に、国際競走
は時期尚早という結論に至り、プランは打ち切りとなりました。

JC プロジェクトの発足と招待馬の勧誘

ハクチカラの米国遠征以降、日本馬の海外挑戦はアメリカの
ワシントン D. C. インターナショナルをはじめとして続いていまし
たが、世界の壁を打ち破ることは叶わずにいました。1978（昭
和53）年、この頃から日本中央競馬会内で使われるようになった
言葉が「世界に通用する強い馬づくり」です。1979（同54）年に
は馬主、生産者、学識経験者らによる「馬事振興研究会」が発
足、強い馬づくりのための方向性と方策が検討され、そのなか
で国際招待競走の開催が浮上しました。

早速、競馬番組編成の担当部署が中心となり、外国招待馬
の勧誘と施行時期、場所、距離、賞金、負担重量といった競走
条件の素案作成が開始されました。

1980（昭和55）年、国際招待競走実施の鍵を握る招待馬の勧
誘の動きは本格化し、アメリカ、カナダ、ブラジル、アルゼンチン、
オーストラリア、ニュージーランドの６ヵ国と、アジアからはサラ
ブレッドの生産国で、国際的に通用する血統書を作成しているイ
ンドとトルコの計９つの競馬場・統括団体に向けてレース概要を
記した計画書が送られました。３月には北・南米に担当者が派
遣され、約１ヵ月に渡り直接関係者との折衝を行いました。７月
には「国際招待競走実施のための準備連絡会」が発足し、出入
国の際の検疫場所や期間、馬房や招待関係者の宿舎などの各種
施設、レース当日のスケジュールなど、さまざまな角度から国際

競馬の箱馬車3

特別展「馬事文化財団設立50周年記念　日本競馬の国際化」
公益財団法人馬事文化財団　競馬博物館部　　伊丹　徳行
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競走の受け入れ体制が整えられました。
９月にはアジア・オセアニアでの折衝が行われ、招待予定の

８ヵ国の勧誘がすべて終了しました。11月にはアメリカから招い
た関係者が、競馬場をはじめとする関連施設を見学、実際に日
本の競馬を見てもらうことで、国際競走を実施するうえでのアドバ
イスや詳細な意見交換が行われました。同時期にレース名が正
式に決定、当初 “ 東京インターナショナル競走 ”としていた競走
名が “ ジャパンカップ ” へと改称されました。11月27日に開催さ
れた運営審議会 * ３でジャパンカップの開催計画が了承され、そ
の翌日各スポーツ紙は一斉にジャパンカップの実施を報じました。

多くの報道陣と関係者が見守るなか、第１回ジャパンカップに出
走するインドの招待馬・オウンオピニオン号が到着。海外の現役
競走馬の初来日となった。© ＪＲＡ

記念すべき第１回開催に向けて

1981（昭和56）年１月、前年の秋に来日した関係者の協力を得
て、アメリカ・ロサンゼルスで開かれたサラブレッド競馬協会会議

（TRA）及びハリウッドパーク、サンタアニタの両競馬場において、
ジャパンカップ開催の PR が行われました。

これと並行して、招待各国への正式勧誘、国際厩舎の建設、
検疫期間、関連諸規程の改正、招待馬の輸送方法、装蹄、飼料、
海外関係者向けのガイドブックの製作等、多岐にわたる準備や
諸問題の解決が急ピッチで進められました。

そして５月、各方面に競走条件等詳細が正式に発表され、国際
招待競走の実施目的が初めて明文化されるとともに、日本競馬史
上初の国際招待競走「ジャパンカップ」の全容が姿を現しました。

第１回ジャパンカップ優勝賞品（日本中央競馬会賞）© ＪＲＡ

＜報道関係者への発表内容＞
１．�この競走は、わが国の一流馬を外国の一流馬と競走させる

ことによって、日本馬の能力を正当に判断し、かつ日本の競
馬関係者すなわち生産者、調教師等にそのことを認識させ、
日本馬の能力を向上させることを最大の目的としている。

２．�日本の一流馬を海外の強い馬と競わせたい、というのが、
日本の競馬ファンの夢であり、それもホームグラウンドで観
戦したいというのが、ファンの願いである。そうしたファンの
期待にこたえるとともに、競馬の持つスポーツ性を一般社会
に強力にアピールしたい。

３．�この競走を通じて、わが国の競馬を先進諸国に知らしめると
ともに国際親善に寄与していきたい。

「ジャパンカップの歩み」
（1992年 日本中央競馬会発行）より

1981 年　第１回ジャパンカップ　左が優勝したアメリカのメア
ジードーツ号（C. アスムッセン騎手）© ＪＲＡ

*１　�NASRC は1988年に ARCI に改組。ARCI の総会は米・

加・メキシコ各州の競馬委員会委員が競馬の諸問題を全

米的な視野で話し合う会合であるが、毎年、南米やアジア、

ヨーロッパからもオブザーバー参加があって、重要な情報

交換の場となっている。日本中央競馬会は1958（昭和33）
年に初参加した。

*２　�海外で未出走の競走馬の輸入が自由化された。当時の日
本は外国から何かを購入する場合には、外貨を管理してい
る政府の許可を受ける必要があり、外国産馬の輸入は主
に種牡馬や繁殖牝馬に限られていた。

*３　�日本中央競馬会法に基づいて設置された理事長の諮問機
関で、日本中央競馬会の運営について審議する。運営審
議会のメンバーは有識者、並びに馬主、生産者、騎手及
び調教師の代表である。
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調査研究②4
リン酸チアニアの馬病原性細菌に対する殺菌効果ならびに
馬飼養環境資材での継続的な殺菌効果の検証

はじめに

殆どの競走馬が体験するものの一つに輸送があります。競走
馬は繊細な動物であることから、輸送は極めて慎重に行われま
すが、長時間の輸送に伴って輸送熱の発症率が高くなってしま
います。この輸送熱予防のために、長年にわたり数多くの研究
や予防対策が実施されてきました。例えば、微酸性次亜塩素
酸水の超音波噴霧器による空間噴霧では十分な除菌効果が得
られましたが、馬運車という揺れを伴う環境下では超音波噴霧
器の機能が十分に発揮されないため、現時点では普及に至って
いません。一方、抗菌薬の輸送前投与は輸送熱予防に革命を
もたらしましたが、薬剤耐性菌出現のリスクを考慮すると、今
後も慎重使用に向けた取り組みが必要です。

本研究では、一旦施工すれば、その後の管理が容易で、馬
の主要病原性細菌も死滅可能な「非光触媒コーティング剤」に
着目しました。非光触媒コーティング剤は、光触媒コーティング
とは異なり、その名の通り光のない環境においてもその効果を
発揮し続けることが可能です。既に、国立競技場、国立劇場、
熊本城をはじめとした様 な々屋内外施設や、公共交通機関にも
幅広く応用され、その有効性が高く評価されています。

本研究では、リン酸チタニアの殺菌効果について in vitro 試
験及び馬房内試験を実施することで、馬の感染症対策に貢献
できる可能性を検証しました。

in vitro 試験での検証

本研究で使用したリン酸チタニアは、これまで市販されてき
た商品からエタノール（競馬出走馬では禁止薬物）成分を除去
した「SRW-30S」（YOO コーポレーション、大阪）です。

試験は、馬の患部から分離された黄色ブドウ球菌（主に
フレグモーネや皮膚炎の原因菌）、大腸菌（主に下痢、子宮
炎、肺炎の原因菌）、連鎖球菌（Streptococcus equi subsp. 
zooepidemicus；主に肺胸膜 炎 や子宮炎の原因菌） 及び
Rhodococcus equi （主に子馬の肺炎の原因菌）を用い、馬飼
養環境で汎用されている３種類の資材（ベニア板、エステル帆
布、ゴムマット）での SRW-30S の殺菌効果を検証しました。こ

れらの資材は、滅菌蒸留水（Control）あるいは SRW-30S で
微細スプレーコーティングにより加工され、供試されました。in 
vitro 試験では、加工各資材に各種細菌（２億個／２mL の菌
液）を暴露し、経時的な細菌数の変化を確認しました。

試験の結果、SRW-30S は供試した各種病原性細菌を経時
的に死滅させ、試験開始後24時間では100万分の１以下に減
少させ、さらに試験開始後48時間後には完全死滅させました。
このことから、SRW-30S は極めて多数の馬の主要病原性細菌
を比較的短時間のうちに完全死滅可能であることが確認されま
した。

馬房内試験での検証

続いて実施した馬房内試験では、in vitro 試験と同様に
SRW-30S を滅菌蒸留水（Control）あるいは SRW-30S で微細

鹿児島大学共同獣医学部　井上　永愛、帆保　誠二

(CFU/m2) ベベニニヤヤ板板        エエスステテルル帆帆布布 ゴゴムムママッットト
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50,000,000

100,000,000
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Control SRW-30S Control SRW-30S Control SRW-30S

2.5×108
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         0

図図2 馬馬房房内内試試験験／／3種種資資材材ででのの経経時時的的なな細細菌菌数数のの変変化化
加工各資材での分離細菌数は、Controlに比べ著しく少ないが、経時的に増加しました。図２　馬房内試験／３種類の資材での経時的な細菌数の変化

加工各資材での分離細菌数は、Control に比べ著しく少ないが、経
時的に増加しました。

図図1 馬馬房房内内試試験験のの様様子子
左）馬房内に資材を設置 右）設置資材から細菌を採材

図１　馬房内試験の様子
左）馬房内に資材を設置　　右）設置資材から細菌を採材
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スプレーコーティングにより加工した資材を供試しました。加工
各資材を、馬を継続的に飼養している馬房の壁に設置し、経
時的な細菌数の変化を検査しました（図１）。

試験の結果、加工各資材から分離される細菌数は Control
に比べて著しく少なくなることが確認されました（図２）。しかし、
寝藁やオガ粉が存在する馬房内では、SRW-30S加工資材であっ
ても細菌数は少ないながらも経時的に増加しました。そこで、
加工各資材の馬房内設置18週間後に、加工各資材を水道水を
用いて軽く清拭し、乾燥後の細菌数を計数したところ、SRW-
30S 加工各資材からの細菌分離はゼロとなりました（図３）。

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

ベベニニアア板板 エエスステテルル帆帆布布 ゴゴムムママッットト

18週週間間後後 清清拭拭後後

3×106

2×106

1×106

         0

(CFU/m2)

図図3馬馬房房内内試試験験／／清清拭拭前前後後のの細細菌菌数数のの変変化化
馬房内に18週間設置後の加工各資材を清拭、乾燥すると、分離細菌数は0 CFU/m²になりました。

図３　馬房内試験／清拭前後の細菌数の変化
馬房内に 18 週間設置後の加工各資材を清拭、乾燥すると、分離細
菌数は 0 CFU/m² になりました。

試験のまとめ

これらの試験により、SRW-30S 加工各資材は馬の主要病原
性細菌を含む細菌を短時間のうちに死滅させ、その効果は馬
房内においても証明されました。また、加工各資材が汚れてき
た場合は、水道水で清拭、乾燥することで SRW-30S の殺菌
効果が復活し、細菌分離はゼロとなることから、定期的な水拭
き清掃により、馬房内資材の清浄化が可能であることが明らか
となりました。

SRW-30S の効果発現メカニズムと安全性

SRW-30S を含む非光触媒コーティング剤のコーティング面と
細菌、ウイルスあるいは真菌（カビ）が直接接触し、ラジカル
反応をはじめとした機能により物理的にそれらが破壊されると
ともに、アンモニアを含む悪臭成分が分解されると考えられて
います（図４）。

寝藁やオガ粉をはじめとした資材等に由来する汚れが、
SRW-30S コーティング面に付着している場合には、その効果を
十分に発揮することができなくなる可能性が生じます。そのた
め、定期的な水道水での清拭、乾燥は SRW-30S の効果を継
続的かつ十分に発揮するために必要です。

SRW-30シリーズをはじめとしたエコキメラの加工資材での耐
摩耗性はすでに確認されており、これまでの実績からは数年単
位の効果が持続することが確認されています。

リン酸チタニアは、微細スプレーコーティングにより比較的容
易に施工できますので、布製品や革製品も加工可能です。布製
品の場合は、数十回の洗濯を繰り返しても効果が持続すること
が確認されています。

このように、SRW-30S は殺菌効果、抗ウイルス効果、抗カ
ビ効果に加え、アンモニアを含む悪臭原因物質を短時間のうち
に減少させる効果もあります。実際に SRW-30S をコーティング
している厩舎では、臭気改善も実感できます。

各種リン酸チタニアについては、公的機関での急性経口毒
性試験、皮膚刺激性試験、皮膚感作性試験、変異原性試験、
急性吸入毒性試験が実施され、その安全性が確認されていま
す。また、SRW-30S の馬での安全性については、我々の試験
により確認されています。

さいごに

本研究において、SRW-30S をコーティングされた資材（ベニ
ア板、エステル帆布、ゴムマット）は、馬の主要病原性細菌を
短時間のうちに死滅することが証明されました。ベニア板、エ
ステル帆布及びゴムマットは、馬飼養環境や馬運車内に汎用さ
れていることから、馬が感染症を発症する可能性は低くなるこ
とが期待されます。

輸送熱をはじめとした各種感染症は、馬の体調を含めた複
合的な要因から発症することから、SRW-30S の施工のみで安
心することなく、馬の体調管理や飼養環境の衛生管理も継続す
ることが重要であると思います。

心身ともに健康な状態で、馬が疾走できることを願っていま
す。

図図4 抗抗菌菌、、抗抗ウウイイルルスス、、消消臭臭メメカカニニズズムム
施工中に堆積したナノ粒子表面において、ラジカル反応を主体とした機能により殺菌効果、殺ウイルス効果、脱臭効果がを得られます。
YOOコーポレーションHP（ https://yoo-corporation.com/ ）より引用図４　抗菌、抗ウイルス、消臭メカニズム

コーティングにより堆積した粒子表面において、ラジカル反応を主
体とした機能により殺菌効果、殺ウイルス効果、脱臭効果が得ら
れます。YOO コーポレーション HP（https://yoo-corporation.
com/）より引用
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本連載も残り２回となりました。最後は英国ニューマー
ケットのトップトレーナーであるマイケル・スタウト厩舎に
ついてご紹介したいと思います。

マイケル・スタウト厩舎について

マイケル・スタウト調教師は、ニューマーケットに厩
舎「フリーメイソン・ロッジ・ステーブル（Freemason 
Lodge Stables）」を構える英国のトップトレーナーです。
過去に4,000勝以上を挙げ、６回の英ダービー勝ちを記
録し、10回のチャンピオントレーナーに輝いている英国を
代表する調教師ですので、ご存じの方も多いかと思いま
す。

過去の代表的な管理馬は枚挙にいとまがなく、英愛
ダービー馬シャーガーや、日本に種牡馬として輸入され
た馬だけでも、オペラハウス、キングズベスト、コンデュ
イット、ワークフォース、ハービンジャーなどがいます。ジャ
パンカップにも９回参戦し、96年のシングスピール、97年
のピルサドスキーで連覇を果たしています。筆者が研修
をした2023年には、英国競馬の殿堂入りを果たされまし
た。

2024年末をもって惜しまれながら引退されたため、そ
の直前期にあたる筆者の研修時期は管理頭数を全盛期
の半数以下に縮小していましたが、その中でも2022年に
無敗で英ダービーを制したデザートクラウンや、英チャン
ピオンステークス勝ち馬のベイブリッジが出るなど、引退
間際まで活躍されていました。

マイケル・スタウト厩舎の調教メニュー

レーシングステーブルであるスタウト厩舎では、当然
ながらレースに向けた調教が行われています。１週間で

６日が調教日で１日は休馬日となっています。概ね、以下
の通り曜日ごとに調教内容が決まっています。

月曜：軽め調教（Easy）
火曜：通常調教（Normal）
水曜：追切り調教（Work）
木曜：軽め調教（Easy）
金曜：通常調教（Normal）
土曜：追切り調教（Work）
日曜：休み

週２回程度の強い調教日が設定されていますが、馬ご
との状態に合わせて調教が行われます。また、英国で
は日本の中央競馬とは違い、週末だけでなく平日にも競
馬が行われているため、レースの出走予定に合わせてメ
ニューが決められ、日曜日にも一部の馬の調教が行われ
ます。

調教の流れとしては、馬装後厩舎敷地内の円形の馬
場で、20分間集団で常歩を行います。体力が有り余って
いる馬はその前に30分程度のウォーキングマシン運動も
行い、少し発散させた状態で騎乗します。その後、各
馬は自身のメニューに合わせた調教馬場へ移動していき
ます。

ニューマーケットの調教馬場

スタウト厩舎の調教内容の紹介に入る前に、ニュー
マーケットの街と調教施設について触れたいと思います。
ニューマーケットは英国のサフォーク州にある競馬の街
で、多くの著名な調教師が厩舎を構えています。クラシッ
ク競走の第１戦である1000ギニー、2000ギニーが行われ
るニューマーケット競馬場があり、英国競馬の中心地で

海外最新情報①5

英国の調教について（マイケル・スタウト厩舎）①
日本中央競馬会　日高育成牧場　調査役　　竹部　直矢
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あると言えます。過去の日本馬の活躍としては、2000年
に夏のスプリントＧ１ジュライカップをアグネスワールドが
制したことで知られています。また、英国における競走
馬の生産地としても中心的な役割をしています。筆者が
研修を行ったジャドモントファームをはじめとした大牧場
が密集しており、主要な種牡馬もほとんどがここに繋養
されていることから、効率的に生産が行われる環境と
なっています。

街の中心地に隣接して数々の調教場があり、周辺には
約80の調教師厩舎が並んでいます。街中の歩道には馬
道が併設されていて、すぐ傍を走る車にも驚かずに馬が
歩いて移動しながら厩舎と調教場間を行き来しています。
横断歩道には馬用の信号ボタンも設置されている箇所が
あり、まさに馬とともに生きる街だということがよくわか
ります。

写真右から車道、歩道、馬道の順に通路が設置されているニュー
マーケットの街道

ニューマーケットの調教場は、英国ジョッキークラブ
が管理運営しています。2500エイカー（東京ドーム約870
個分）の広大な敷地の中に、大小様 な々調教場が存在し
ます。芝コースとポリトラックコースがそれぞれ約20本ず
つ存在しており、調教師は目的に合わせてコースを選択
して調教を行います。これらの内、マイケル・スタウト厩
舎で利用頻度の高かったコースについて調教内容ととも
にご紹介します。

主要調教場「ウォーレンヒル」

調教場エリアの中央付近で、市街地の近くにあるの
が最も有名で利用頻度の高いウォーレンヒル（Warren 

Hill）です。2本あるポリトラック素材の坂路馬場で、全
長は約900m あります。はじめは緩やかな上り坂ですが、
最後の2ハロンで約40m 上る急勾配になっています。多
くの厩舎がルーティーンワークの場として利用しており、
全調教コースの中で最もよく利用されているコースです。
ジョッキークラブの発表によると、月に延べ16,000頭が
調教を行っています。

ポリトラック素材の「ウォーレンヒル」

この調教馬場では主にルーティーンワークの調教が行
われます。ここでの調教は２～４頭が１組の群で行われ、
組ごとにまとまった一列で坂路を上がってきます。ルー
ティーンワークとしての調教強度は15秒 /ハロン程度で、
基本は１日に１本、多い日で２本行われます。多くの厩
舎が類似した調教を行っており、ベースとなる調教の場
として使用されるため、最も使用頻度の高い調教場となっ
ています。

少頭数の群ごとに間隔を空けて調教が行われている

追切り調教を行う「アルバハスリ」

アルバハスリ（Al Bahathri）は、ニューマーケット調
教馬で愛1000ギニーなどを制し、母としても英2000ギ
ニー勝馬を産んだ名牝の名前を冠した調教場です。
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追切り調教に使用される調教場「アルバハスリ」

馬場の全長約９F のポリトラックコースで、高低差は
約15m 程度、傾斜は最大でも１～２％の概ねフラットな
造りとなっています。ここは「Work（追切り）」の場とし
て各厩舎に使用されており、追切りを行う馬が多い水曜
と土曜が特に混みあっています。

スタウト厩舎では単走から３頭併せで調教が行われ、
最速で11秒 /ハロン台の速い調教が行われます。コース
の前半部分に丘のようにアップダウンが急な部分があり、
特に下り坂で馬がバランスを崩したりペースが変わりがち
になるため、ここを良いバランスとペースで乗りこなして
最後のスパートに繋げるかが乗り手の技量が問われる部
分であるようです。以前の稿で、競馬場に豊富なアップ
ダウンが存在することをご紹介しましたが、調教場にも
同様の要素があり、レースにつながる調教が行われてい
ると感じました。

日本の厩舎同様、追切りは併せ馬でしっかりと追われる

芝調教馬場「ライムキルンズ」

最後は天然芝の調教場、「ライムキルンズ（Limekilns）」
です。200エイカー（東京ドーム約17個分）以上の広大な
芝生に白いマーカーを設置することで、８ハロンが２本、
12ハロンが２本の計４本のコースが設定されています。

広大な芝の中にマーカーでコースが設定されている「ライムキ
ルンズ」

この調教馬場では主に追切り調教が行われていまし
た。英国の競馬場はほとんどが芝コースですので、実践
に近い環境で調教を行うことができます。一方で、この
馬場の使用頻度は低く、乾燥しすぎず、ぬかるみ過ぎな
い馬場状態のタイミングのみ使用されます。この理由は
芝保全の目的と、馬の肢元の負担軽減のためです。特
に乾燥している時は、現地の泥炭質の土は硬くなるため、
馬の四肢の負担が大きくなります。これらを避けるため
に、ジョッキークラブは馬場が使用可能かどうかのレポー
トを発行し、調教師はそれを確認してメニューを確定し
ています。

追切り調教の様子を観察するマネージャー達
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はじめに

このたび、令和7年度軽種馬経営高度化指導研修事業に

選出され、2025年8月18日から10月12日の日程で、英国での

海外研修を行いました。本号では9月15日から9月28日まで

滞在した Newmarket Equine Hospital（NEH）および9月

29日から10月9日まで滞在した Baker McVeighでの研修概

要をご報告します。

NEH

ニューマーケットの馬専門二次診療施設として最大の規

模を持ち、手術室が２つ、検査室が５つ、ICU を含む入院

厩舎が５棟ありました。高度画像検査も可能で、シンチグラ

フィや立位 MRI、移動式 CT を所有しており、新たに CT

検査室も建設中でした。

訪問した時期は平地競走のシーズン終盤であり、喉の検

査と手術が多く、運動時内視鏡検査と喉頭手術がほとんど

毎日行われていました。

スポーツホースの背部痛 back pain

競走馬以外のスポーツホースの来院も多く、プアパフォー

マンスや長期経過の跛行症例などの検査を行っていました。

跛行診断から画像検査までひととおり帯同できた症例につ

いて紹介します。円馬場でのランジングでは手前によって異

なる動きをみせ、直線でも一貫性のない跛行でした。これま

でに明らかな異常所見が得られたことはなく、数ヵ月ぶりに

来院したとのことでした。続いて行ったシンチグラフィ検査

では、複数の胸椎椎体背側領域に反応が得られました。そ

こで、Ⅹ線検査を行いましたが棘突起の軽度骨硬化のみで

した。超音波検査では棘上靭帯に配列の異常および肥厚、

骨表面の異常が検出されました（写真１）。超音波検査にお

ける線維配列異常や棘突起付着部の裂離像は、明らかな症
状のない馬でも偶発的にみられることがあるため、画像所
見の臨床的な意義については慎重に判断する必要があると
のことでした。

写真１　棘上靭帯の長軸断面
　
B：異常像　靭帯配列が不均一で、棘突起表面は不整、骨
片様に裂離した部分もみられる。

椎間関節（facet joint）は胸椎や頸椎においてよく検査さ

れる部位で、超音波検査およびガイド下での投薬および関

節液の採取が行われています。胸椎における facet joint の

形態学的評価では、棘突起と関節は椅子のような形状に例

えられ、シートの部分の凹凸が関節の不整を表しています。

頸椎の facet joint 関節炎でよく見られる臨床症状は、騎乗

時の前肢前方短縮で、特に円運動では外側の前肢が前に

出づらくなるほか、駈歩から速歩への移行時により顕著に

みられることが多いとのことでした。複数の関節に異常所見

がみられることがあり、左右からマイクロコンベックスプロー

海外最新情報②6

公益財団法人　軽種馬育成調教センター　診療課　診療係長　　多田 健一郎

海外研修報告③（Newmarket Equine Hospital、
Baker McVeigh）

A：正常像　靭帯配列が一様で、棘突起の骨表面も滑らか。
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ブを用いて検査し、関節液の増量や関節間隙の異常を検出

していました（写真２）。関節穿刺はエコーガイドで行われ

ますが、２方向から目印をつけておいて、横断画像でのガイ
ドを行っていました（写真３）。この方法の利点は針の刺入
経路が捉えやすいことを挙げていました。深部への投与と
なるため、18または20ゲージのスパイナル針を用いていまし
た。

写真２　facet joint のエコー画像
☆関節の間隙　↓関節包と増量した関節液
関節液の増量がみられた症例で、穿刺して回収し
た関節液の粘調性は低く、関節内へのメチルプレ
ドニゾロン投与が行われました。 

写真３　頸椎の facet joint 穿刺のための局所麻酔
関節穿刺にはいくつかの方法がありますが、術者の好み
によって選択されていました。白いマーカーを２ヵ所に
描いて、その交点が投与部位となるようにしていました。

経静脈電気的除細動 TVEC Transvenous  
electrical cardioversion 

エジンバラ大学の John Keene 先生や Lesley Young 先

生を中心としたチームが NEH に来院して治療を行っていま
した。症例はサラブレッドより少し大型のスポーツホース種
で、術前検査で Lone AF（心臓の構造や機能に問題がな
い持続的な心房細動）と診断されていました。立位鎮静下
で右側の頸静脈にポートを設置して、電極カテーテルを肺
動脈と右心房内まで進めていました。カテーテル先端をエ
コーで確認しながら、圧波形でもモニタリングしてポジショ
ンを確認していました。大型Ⅹ線で胸部を撮影し、カテー
テルの位置を確認してから倒馬室に移動し、全身麻酔への
導入が行われました（写真４）。全身麻酔下では右を上にし
た側臥位で保定され、再び心エコーと圧波形を参考に電極
カテーテルの位置を微調整していました（写真５，６）。除細
動器は Stryker 社の LIFEPAK12が使用され、１回の電気

写真５　TVEC 導入後
全身麻酔導入後は手術台に移動してモニタリング機械および除
細動器（写真右）を接続していました。

写真４　Ⅹ線検査での電極位置確認
全身麻酔導入前にⅩ線検査室に移動して胸部Ⅹ線検査を行って
いました。肺動脈と右心房に電極の先端があることを確認して
いました。
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刺激で洞調律に戻ったことが確認されました。10分間は全
身麻酔で維持したままモニタリングが継続され、洞調律の
維持が確認された後に覚醒室へと移動しました。翌朝には
聴診で確認が行われましたが、ホルター心電図でモニタリン
グする場合もあるとのことでした。

  

写真６　TVEC 電極位置の調整
カテーテル操作、心エコーガイド、圧波形モニタリングに分か
れて、３人が協力して電極位置の調整をしていました。

一般的な乗馬であれば、心房細動は必ずしも除細動が必
要とはならない場合もあります。一方で、投薬が安全でな
い大型馬や、より高いパフォーマンスと安全性が求められる
競走馬では除細動の選択肢のひとつとしてこの手術が重要
になるとのことでした。

Baker McVeigh

Baker McVeigh は南アフリカで創業され、ヨーロッパか
らアジアまで幅広く病院を持つ、競走馬の治療やコンディ
ショニングを得意とする獣医グループです。ニューマーケッ
トでは主に競走馬やセリ馬についての診療に帯同しました。
また、ニューマーケット近郊のリハビリ牧場の見学もさせて
いただきました。

Longholes Equine Therapy Centre

ニューマーケットの中心部から車で10分ほどに位置し、
獣医師が頻繁にモニタリングに来ることができるほか、調
教師も様子を見に来やすいことが利点であるとのことでした

（写真７）。ニューマーケットでも日本と同様に、長期休養が
必要な馬はプレトレーニングの牧場やコンサイナーに放牧に
出ることがあるそうで、調教師が状態を把握できないこと
が多いという事情があるようです。

写真７　Longholes Equine Therapy Centre
ニューマーケット中心部から車で 10 分以内と近く、Baker 
McVeigh の獣医師が少なくとも２週間に１回は定期チェック
に訪れるとのこと。

 

写真８　ウォータートレッドミル
馬がなかに入ってから水を満たす構造のため、運動開始するま
でに少し時間がかかります。骨折や屈腱炎など負重をできるだ
け制限したいときに用いられますが、使用頻度はそこまで高く
ないとのこと。

施設内にはトレッドミル、ウォータートレッドミル、スパ、
ソルトルームが設置されていました（写真８）。一方で運動
できる馬場は円馬場と角馬場のみで、騎乗運動が十分にで
きるような広さの馬場はありませんでした。したがって、騎
乗再開できるようになるまでをいかにスムーズに進めるかに
重点を置いてリハビリメニューを組んでいるとのことでした。
リハビリのために入厩していた馬の疾患は繋靭帯炎、浅屈
腱炎、球節炎、腕節骨折など様々でした。リハビリプログ
ラムの１例として、繋靭帯炎や浅屈腱炎では発症後４ヵ月ま
では騎乗せず、トレッドミルやウォータートレッドミルを用い
て徐々に負荷を増やしているとのことでした。画像検査や臨
床検査をもとに、できるだけ再発のリスクを減らすよう、慎
重にリハビリプログラムを組んでいる印象でした。
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Thoroughbred Breeders Club

※基本条件には「火災・落雷補償特約」「法定伝染病補償特約」を含みます。
※地方競走馬（全国可）、種牡馬の保険もございます。お気軽にご相談ください。

 500万円 160,000円

 1,000万円 320,000円

 2,000万円 640,000円

保険金額 保険料

お申込み、お問い合わせは

☎01456（2）2121
ブリーダーズクラブ 遠藤・福島まで

三井住友海上火災保険株式会社 代理店
損害保険ジャパン株式会社 代理店 
東京海上日動火災保険株式会社 代理店

大切な愛馬の万一に備えて、安心をあなたに
ブリーダーズクラブの競走馬保険 セリで

愛馬を

ご購入
の際は

、

保険加
入を

ぜひご
検討

くださ
いオプション特約を付けることで、競走馬保険の補償範囲が広がり、

皆様の愛馬の様々なリスクをカバーします。

●腰痿症候群補償特約
●育成馬競走能力喪失補償特約
●水災補償特約
で幼い愛馬の不測の事態に備えます。

育成馬
生後1か月から
明け2歳の

4月30日までなら

●競走能力喪失補償特約
●競走能力喪失見舞金補償特約
●手術見舞金特約
●屈腱炎補償特約
で競走中や調教中の思わぬ事故に備えます。

競走馬
明け2歳の
5月1日から
なら

●異常出産危険補償特約
でお腹の愛馬もしっかり守ります。

繁殖牝馬
なら

※上記のオプション特約は一つの例です。
特約の内容や保険料率につきましては、弊社までお問い合わせください。

基 本 条 件

保険期間1年の競走馬保険に加入した場合のモデル

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K
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　あ・と・が・き
★ 今夏も全国各地で記録的な猛暑となり、最高気温を更新する地域もありました。また、猛暑が続く一方で、天候の急変による大雨など、各地で自然災害が発生しています。

近年、台風や大雨、地震など災害が相次いでいることから、日頃から避難経路等を確認し、備えておくことが大切です。さて、場内では屋内 1000 ｍトラック馬場等の工
事が順調に進み、来年の竣工が待たれるところです。1 歳馬の入きゅうも進み、来年に向けた調教が始まっています。本年度は工事等により利用者の皆様にご不便をお掛
けしておりますが、ご理解とご協力に感謝申し上げます。引き続き、よろしくお願い申し上げます。� （K.H.）

★ BTC 第 44 期生の研修は後半に入り、先月から JRA 日高育成牧場で馴致実習が始まりました。これまで教育用馬で基礎を学んできた研修生も、育成馬を人に慣らし、騎
乗調教へ進めるための馴致に取り組んでいます。JRA 職員の馴致を真剣に観察し、実践的な経験を積もうと日々励んでいます。後半は育成馬を使った騎乗実習に加え、
就職活動も本格化し、インターンシップや面接などが始まります。けがや体調管理に留意し、充実した研修期間となることを願っています。引き続き、皆様のご支援・
ご協力をよろしくお願いいたします。� （K.S.）

★ 今回の第 145 号では、軽種馬生産地における寄生虫管理やウマコロナウイルスなど、馬の健康を守るための調査研究をはじめ、日本競馬の国際化の歩み、英国ニューマー
ケットの調教事情など、幅広い内容をお届けしました。日々の馬づくりを支えるさまざまな取り組みや、国内外の競馬を取り巻く環境について、改めて知る機会となれ
ば幸いです。� （K.M.）

★ BTC 調教場利用　重賞競走　優勝馬一覧（2026 年 6月～ 8月分）　関係者の皆様、おめでとうございます。
（中央競馬）			   ・フェリチタ	 牝 2 歳	 函館 2 歳 S　G Ⅲ（2026/07/19・函館）
・スズカハービン	 牡 6 歳	 東京ジャンプ SJ　G Ⅲ（2026/06/13・東京）	 ・マテンロウコマンド	 牡 4 歳	 東海 S　G Ⅲ（2026/07/26・中京）
・ピューロマジック	 牝 5 歳	 函館スプリント S　G Ⅲ（2026/06/13・函館）	 ・ピューロマジック	 牝 5 歳	 ｱｲﾋﾞｽｻﾏｰﾀﾞｯｼｭ　G Ⅲ（2026/08/02・新潟）
・メイショウタバル	 牡 5 歳	 宝塚記念 G Ⅰ（2026/06/14・阪神）	 （地方競馬）
・エルトンバローズ	 牡 6 歳	 しらさぎ S　G Ⅲ（2026/06/21・阪神）	 ・サンデーファンデー	 牡 6 歳	 マーキュリー C　Jpn Ⅲ（2026/07/20・盛岡）
・ファウストラーゼン	 牡 4 歳	 函館記念　G Ⅲ（2026/06/28・函館）	 ・レイバックスピン	 牝 4 歳	 ブリーダーズゴールドC　Jpn Ⅲ（2026/08/27・門別）
・フリッカージャブ	 牡 4 歳	 北九州記念　G Ⅲ（2026/07/05・小倉）

※ ‌�BTC ニュースに関するお問い合わせ、配送先変更・配送中止のご連絡は、下記にて受
け付けております。また、BTC ニュースは BTC ホームページからもご覧いただけます。

BTCニュースHP
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